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１ テーマ 地震から火事 

２ ねらい 地震発生から火事発生時における避難行動を理解させる。 

３ 指導内容 ・地震が発生した場合、火事が起こることがある。 

・地震及び火災の発生時における避難行動を確認する。  

 

 

分 〇児童の学習活動 ◇教師の働きかけ ・児童の反応 ◎留意点 ■評価 

１ 

 

 

〇課題について知り、避難行動に

ついて考える。 

 

 

◇「この写真は何をしているところですか。」 

  ・給食の準備。 

 

◇「今日は、地震が起こった時、その後の避難の行動について確認

します。地震はいつどこで起こるか分かりません。」 

 

◎日常生活の一部であること

を捉えさせる。 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地震直後の避難行動についてパ

ネルを使って確認する。 

 

〇火事が起こった時の避難行動を

確認する。 

 

 

 

 

 

 

◇「写真のような給食準備中に地震が起こったらどうしますか。」 

 ・机の下にもぐる。・落ちてくるものに気を付けて頭を隠す。 

  

◇「そして地震が起こった後には、気を付けることがたくさんあり

ます。火事が起こることもあります。」 

 

◇「『おかしも』を守って避難しますが、足元にガラスが落ちてい

ることや、火事で煙が広がっていることもあります。防災頭巾

（ヘルメット）を被り、ハンカチを口と鼻にあて、姿勢を低く

して避難します。」 

  

 

◎パネルを使って説明する。 

 

 

 

 

 

◎適宜パネルの内容を確認す

る。 

 

 

１ 〇学習をまとめる。 ◇「最後に地震が起こった時は、その場で安全な姿勢をとること、

地震がおさまった後にも、考えて行動することが必要です。」 

■地震発生から火事発生時に

おける避難行動を理解して

いる。 


